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魚をとる人
どんなシゴトかな︖

海に⾏って、つりざおにエサをつけて、⿂がくいつくまでまって、かかったらいっしょけんめいつる。

「魚をとる人」のシゴトでできるエコ
・つられたさかなのために、ほねとか頭は動物などにあげる。
・もしくは、干したりして食べる。
・まだ生きている⿂は逃がしたり
・家でかったりする。

⾜⽴区⽴花畑第⼀⼩学校　５・６年生

天気予報でCO2濃度を伝えるアイデア、素晴らしいですね。世の中の⼈がCO2濃度の変化を通して地球温暖化防⽌に
関心を持ってくれるといいですね（３Rおじさん）。

自分のなりたいシゴト

モデルのお天気アナウンサー
どんなシゴトかな︖

・朝お天気を伝える
・夜お天気を伝える

「お天気アナウンサー」のシゴトでできるエコ

・空気中にあるCO2がへった・増えたなどの情報をいち早く伝える。
・テレビだとお⾦がかかるから、テレビ以外の所でお天気を伝えると、テレビが⾒られない⼈にも伝わり、エコにつながる。

事務局からのひとこと

事務局からのひとこと

漁師さんのやさしい気持ちが伝わってきます。⼈や動物の生きる糧となる⿂、必要な分だけ採って、全て使い切る、⼤切な
ことですね。⿂が絶滅することなく、いつまでも漁が続けられるといいですね（バードおじさん）。

自分のなりたいシゴト



自分のなりたいシゴト

JAXAの関係者
どんなシゴトかな︖

宇宙について調べる仕事

「JAXAの関係者」のシゴトでできるエコ

・宇宙太陽ソーラーパネルの⼈工えい星
・廃棄物で⼈工えい星を作る
・CO2を宇宙空かんにおくり出す

事務局からのひとこと

CO2を宇宙空間に送り出すアイデア、素晴らしいですね。CO2濃度が上昇し、地球温暖化が加速するなか、是非実現で
きるよう頑張ってください（３Rおじさん）。

自分のなりたいシゴト

事務局からのひとこと

今後50年以内にM８以上の南海トラフ地震が発生する確率が90％以上といわれている現在、地震に強い家を建てるこ
とは急務ですね。省資源につながる家の研究、頑張ってください（３Rおじさん）。

地震に強い家を考える研究者
どんなシゴトかな︖

地震に強い家を考える。

「地震に強い家を考える研究者」のシゴトでできるエコ

地震に強い家を建てることで、⽴て直す時に必要な材料を減らし、地震に強い家もできるだけ少ない材料で建てることがで
きるようにして、資源を使う量をできるだけ少なくする。


